


Augustl969 TheJournalofGeobotany Vol・XVII.No.3

シロイチゴとは薯や小花梗に腺毛が多い点で区別出来るだけで外には余り差はない。中国

産は見ていないが日本産の鑑定に間違がなければ変種程度のもので学名としてはR・

力""/b""var.α此”c〃α"ysFocKEがよいかも知れない。

8．ヤクシマキイチゴ(R､9ケαy"""Svar.”〃""zo""wsHATs.)これは屋久島の内陸

に見られるキイチゴ近似のイチゴで別種にされていたが筆者はリュウキュウイチゴが湿度

の高い島の内陸に侵入して葉の切込みが深くなった型と考えている。屋久島の安房から小

杉谷に向って歩いて行くとリュウキュウイチゴからヤクシマキイチゴに移行するあらゆる

型のものが観察出来る。葉裏の葉脈が紅色を呈する点がよく一致する。

9．シモキタイチゴ(R.""og""sFocKEvar.α此”ｵﾙγ魅MoMIYAMA)これはク

ロイチゴの一型で最初籾山泰一氏が青森県の下北半島産に基いて発表されたものであるが

和文記載だけで正式発表のものでない。同氏によると同地産のものの中に茎や葉柄や花序

の主軸や花梗に灰白色の軟毛の外に腺毛があることになっている。今度熊本県で見つかっ

たものは小花梗と薯の背面に褐色の腺毛の多い型で籾山氏の記載とは完全に一致しないが

一応同一物と考えたい，おそらく腺毛の出る場所や量は生育度合や生育地によって多少の

変化はあるものと思う。中国産のクロイチゴにも腺毛の出る型var.0"yco"z"sFocKE

があり，籾山氏は記載によると青森県産のものは中国産と毛の具合が違うというので新変

種名を発表されたが筆者は中国産の腺毛型の標本を見るまでは正式記載を加えることを濤

踏する。中国産のクロイチゴのtypeは白花品であるが中国にも紅花品が知られている。

日本のものは紅花品であるからもし品種を分れるとクロイチゴの学名はf,〃"asルガLEv.

etVANT．ということになる。
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